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全国学力・学習状況調査の
結果について

海老名市立海老名中学校
平成29年12月



　文部科学省が全国の児童生徒の調査結果を分析したところ、次のようなことがわかりました。
　海老名市全体の分析でもまったく同じ結果が出ています。

　　　次のような児童・生徒ほど、教科の平均正答率が高い傾向にあります。
　　　（教科に関する調査、児童・生徒質問紙調査より）
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「国語に関する調査結果」と「今後の具体的な取組」

「数学に関する調査結果」と「今後の具体的な取組」

「生徒質問紙の結果より」と「今後の具体的な取組」

 ご家庭で取り組んでいただきたいこと
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 全国学力・学習状況調査について

【教科への関心・意欲・態度】

・国語、算数・数学に対する関心・意欲・

態度が高い

【学 校 生 活】

・学級みんなで協力して何かをやり遂げ

うれしかったことがある

・先生は、自分のよいところを認めてくれ

ていると思う

【基本的生活習慣】

・朝食を毎日食べる

・毎日、同じくらいの時刻に寝る

【社会に対する興味・関心】

・地域や社会で起こっている問題や出来

事に関心がある

・新聞を読んでいる

・テレビのニュース番組やインターネット

のニュースを見る事に関心がある

【家庭学習・読書】

・学校の授業時間以外での学習時間が長い

・自分で計画を立てて学習をする

・学校の宿題、授業の予習・復習をする

・読書が好き、読書時間が長い、学校や地域

の図書館に行く頻度が多い

【家庭でのコミュニケーション】

・家の人と学校での出来事について話をする

・家の人は、授業参観や運動会などの学校

行事に来る

【自尊感情・規範意識】

・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかっ

たことがある

・学校のきまり、規則を守っている

・人の気持ちが分かる人間になりたいと思う

【基本的生活習慣】

・携帯電話やスマートフォンで通話やメー

ル、インターネットをする時間が短い

学習･生活習慣と学力との関係資料

目次



（１） 児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を
　　　 検証し、その改善を図る。

（２） 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立
　　　 てる。

（３） 以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクル
　　　 を確立する。

国・公・私立学校の以下の学年、原則として全児童生徒

・小学校第６学年

・中学校第３学年

（１）教科に関する調査

【小学校】
国語Ａ・算数Ａ （主として「知識」に関する問題）
国語Ｂ・算数Ｂ （主として「活用」に関する問題）

【中学校】
国語Ａ・数学Ａ （主として「知識」に関する問題）
国語Ｂ・数学Ｂ （主として「活用」に関する問題）

「主として『知識』に関する問題」とは？

これからの学習や生活をしていく上で、確実に身につけて
おかなければならない基礎的な力を調査する問題

「主として『活用』に関する問題」とは？

身につけた基礎的な力を生かして様々な問題を解決したり、
工夫して生活したりする力を調査する問題

（２）児童生徒に対する質問紙調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問

（３）学校に対する質問紙調査

指導方法や取組、人的･物的な教育条件の整備の状況等

平成２９年４月１８日（火）

◆　調査実施日

◆　調査の目的

全国学力・学習状況調査について

◆　調査内容

◆　調査の対象

海老名市の結果は
こちらから

全国学力・学習状況調査は、平成１９年度に始まった全国一斉の調査です。平成２２～２４

年度は抽出調査（平成２３年度は震災の関係で実施を中止）でしたが平成２５年度から再び、

全国すべての小中学校が対象となりました。
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≪優れている所≫ ≪優れている所≫

≪努力を要する所≫

≪努力を要する所≫

国語に関する調査結果

国 語 Ａ
（主として「知識」に関する問題）

国 語 Ｂ
（主として「活用」に関する問題）

○目的や状況に応じて語句を選択す

る、文章の構成を工夫するなど、自

分の考えを相手に分かりやすく伝え

る力にすぐれています。

○古典の知識や行書の書き方といっ

た伝統的な言語文化への造詣が深い

です。

○文脈に即した漢字の読み書きに課

題が見られます。特に書く問題に関

しては、他の項目より正答率が低

く、無解答率が顕著に高くなってい

ます。

○「読むこと」では文学的な文章に

おいて登場人物の描写をしっかりと

読み込む力を身につけることが必要

と考えます。

○「書くこと」の設問に高い正答率

を示しました。特に目的に応じて必

要な情報を集め、それを整理して文

章を構成する力が身についていま

す。授業の中で感想文や意見文、要

約文などに日常的に取り組んできた

成果だと考えられます。

○「活用」する力を問われる国語B

でも、無解答率が低く、設問に真摯

に取り組む姿勢がうかがえます。

○比喩などの表現技法をとらえる力

に課題があります。知識として表現

技法を覚えるだけでなく、文学的文

章を読む際に内容理解に加えて表現

の特徴についても読み取る力が求め

られます。

これまでの取組から

○スピーチ、プレゼンテーション、ディスカッションと各学年で系統

立てて取り組んでいます。状況に応じて相手に分かりやすく伝えると

いう点において成果が表れていると考えられます。

今後の具体的な取組について

○昨年度に続き、言語の知識・理解・技能の設問において課題がみら

れました。漢字の小テストは現在も定期的に行っていますが、繰り返

し学習することで漢字の定着を目指します。また、文章を読んで心に

残った言葉や文、感想などをノートに書き留めておき、それを基にし

てグループ学習を行うなど、言語に関する思考を深めていく指導につ

とめます。
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≪優れている所≫ ≪優れている所≫

≪努力を要する所≫

≪努力を要する所≫

数学に関する調査結果

数 学 Ａ
（主として「知識」に関する問題）

数 学 Ｂ
（主として「活用」に関する問題）

○正負の数・文字式・方程式など、

計算力はしっかり定着しています。

○一次関数の意味を理解し、グラフ

や表から式を求めることができま

す。

○確率に関しても、サイコロ・くじ

ともに、その仕組みを理解し求める

ことができます。

○図形の仮定、合同条件を理解して

います。

○全体的に定着度は高く、計算も正

確にできる、関数で関係を表す事柄

を式に表すことができます。

○数量の関係を一次方程式で表すこ

とには、課題が残ります。

○空間図形の空間認知力にやや課題

が残ります。

○資料の整理で、言葉の意味を正確

に理解する必要があります。

○与えられた情報から必要な情報を

適切に選択し、数量の関係を式に表

したり、その次を予測することがで

きています。

○表やグラフを基に事象を考察する

場面では、正確に読み取ることがで

きます。

○図形の証明や、求角が正確に理解

できています。

○記述式の設問において、数学的な

表現を用いた理由の説明や、式の意

味などの説明などに課題がありま

す。

○資料の整理では、根拠や特徴など

を説明する語彙力に課題がありま

す。

○正確でスピードのある計算力と、あきらめずに最後まで取り組むこ

とができます。そのため、記述式の設問に対して全国平均より正答率

が高く、無解答率もすべての設問で低い結果につながっていると考え

ます。

○数学的な表現を用いて説明する場面をより多く設けて、

課題解決の方法を説明する場面を多く作ります。

○計算力のさらなる定着を目指し、ケアレスミスをどれ

だけ減らすことができるのか、練習を継続していきます。

これまでの取組から

今後の具体的な取組について
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≪よかった所≫ ≪よかった所≫

≪課題と思われる所≫

≪課題と思われる所≫

国 語 Ａ
（主として「知識」に関する問題）

学習について 生活について

生徒質問紙の結果より

○土日も含め、家庭で勉強する生徒が多く、

計画を立てて取り組んでいます。内容は復

習よりも予習をよく行っています。

○学校で好きな授業があると答えた生徒が

８７．４％で、全国や県を約９％上回って

います。

○基本的生活習慣がきちんと出来ている生

徒が多く、規範意識も高く９６．８％の生

徒が規則を守っていると答えています。

○物事を最後までやり遂げて嬉しかったこ

とがあると答えた生徒は９６．９％で、全

国や県を大きく上回っていました。

○「家の人と学校のことについてよく話を

する」では、よく話しているが７９．２％

で全国や県を大きく上回っています。
○国語の授業はよくわかると答えた生徒

が８４．３％で全国や県を上回っていま

す。しかし、自分の考えを他の人に話し

たり、文章にするのは難しいと考えてい

る生徒が多く見られました。

○正確でスピードのある計算力、最後ま

で取り組む姿勢があるのに、数学への関

心が全国に比べて少ないです。記述式の

設問に対し数学的な表現を用いた説明な

どに課題があります。

○「失敗を恐れないで挑戦しています

か」「困っている人を進んで助けていま

すか」「将来の夢や希望をもっています

か」の問いでは当てはまると答えた生徒

が全国より少なかったです。

○言語活動の充実を図るため、各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動を通して、

発言する機会や友達の話を聞いて考える活動を多く取り入れています。「学校で好きな

授業がある」と多くの生徒が答えているのは、成果の表れだと思います。

○授業の最初に学習目標を明確に伝え、目的意識をもった授業参加ができるように指導

していきます。力量はあるのに、自信の無さから行動に移れないところがあるので、家

庭とも連携を図りながら、自信を持って行動できるよう指導していきます。

○学校生活全体を通して、互いを認め合い、より有効な人間関係を構築し、一人ひとり

の生徒を大切にする指導を心がけていきます。

これまでの取組から

今後の具体的な取組について
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家庭でも意欲的に学習に取り組みましょう

家でもしっかりと意欲的に勉強しているようです。復習よりも予習に力を入れているようです。

１

家で学校の授業の復習をしてますか

地域に関わりましょう

地域の行事やボランティアに積極的に参加し

ましょう。助け合いの精神を持ちましょう。

２ 困っている人を助けましょう

困っている人を優しく助けてあげましょう。自分

が困っている時には助けてくれるはずです。

３

地域や社会で起こっている問題や出

来事に関心がありますか

将来の夢や希望を大切にし

ましょう

将来の夢を持つことにより、日々の生活に活

力が沸いてきます。

４

将来の夢や目標を持っていますか

積極的にいろいろなことに

チャレンジしましょう

失敗と反省を繰り返して成長していきます。失

敗を恐れて何もしないと成長しません。

５

失敗を恐れないで挑戦していますか

人が困っているときは進んで助けてい

ますか

家で学校の授業の予習をしてますか

平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果の分析より、「ご家庭で取り組んでいただき

たい５つの項目」をまとめました。できることから、ぜひ、始めてみてください。
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ご家庭で取り組んでいただきたいこと

棒グラフ(青)･･･海老名中学校 折れ線グラフ(茶)･･･全国
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